
 
 
 

 
 
 
 

今年度の重点  「  だれもがみんな「笑顔」で過ごせる毎日に！！  」  
 

 

よい顔をして、毎日を過ごそう！  

 

校  長    山久保  正治  

 

今夏、全国各地で酷暑日（最高気温が 40℃以上の日）を記録したほか、熊本では震度７を記録した

地震、千葉では一時間に１００ｍｍを超える雨量による水害、そして関東では深夜２時の地震など、私た

ちの命に係わる大きな災害が起きました。この災害で被災された方々はまだ多く、今までの生活を取り戻

すには、もう少し時間がかかりそうだとのことです。自然の猛威、自然の驚異をまざまざと知らされ、人間

の力ではどうすることもできない畏敬の念を抱いたのは、私だけではないと思います。  

 

そんな中、全国高等学校野球選手権大会が阪神甲子園球場で行われ、西東京代表として八王子実

践高等学校が出場しました。結果は惜しくも一回戦で敗退してしまいましたが、主将である矢沢陵磨さん

が選手宣誓を行いました。大変すてきな、そして勇気を与えてくれる宣誓だったので、一部紹介します。 

 

『人生には幾多の困難が待ち受けています、人々は明日へ踏み出そうと歩みを進めるた

びに、自然は何度も何度も大きな試練を与えてきます。しかし、困難は下を向く要因ではな

く、前を向き、仲間と共に支え合い、道を切り開く大きな原動力である。私たちはそう信じ

ています。今野球ができることは決して当たり前ではありません。だからこそ高校球児はよ

い顔をして野球をしよう。よい顔の概念は状況によって変わります。戦いに身を投じている

ときの緊張した時の顔、勝負に敗れ涙をギュッとこらえた顔、感謝の気持ちにあふれた満面

の笑顔。よい顔で日々を過ごすことは、周りの方々に元気と希望を与えます。』  

 

 この宣誓をどんな気持ちで考え、言葉にして、発したのか、それは本人にしか分かりませんが、この宣誓か

ら、何ともいえぬ感動と勇気をもらい、そして若者のすがすがしさを感じました。これまでの人生の中で様々

な経験をしてきたからこそ、本物の気持ち、本気の言葉が表出されたのでと思います。  

 

 私が特に気にいった言葉、それはタイトルの通り「よい顔をして」です。今年度の重点の「だれもがみんな

「笑顔」で過ごせる毎日に！！」と共通しています。この２学期も上壱分方小学校の子供たち、保護者の

皆様、地域の皆様が、よい顔で毎日を過ごしてほしい！そのように願っています。 

 

 矢沢さんの言葉のように、よい顔は状況によって変わります。難しい課題にねばり強く取り組んで解決しよ

うとする顔、楽しく歌う時の顔、友達と一緒に楽しく遊んでいるときの顔、何か考え事をしているときの顔、

悔しくて泣きそうになった時の顔、どれもよい顔です。学校生活の中には様々な場面や状況があり、その

時々で、子供たちは紆余曲折しながら生活していきます。その一つ一つが子供たちにとってのかけがえのな

いものであり、成長を支える大切なものです。どんな時でも、子供たちが主体となって取り組み、よい顔で過

ごすことで、自分自身が、友達が、そして学校全体が今よりもっとよくなっていくことを願っています。 

 

何より、子供たちの「学校が楽しい！」「先生や友達と会えてうれしい！」「やったーできた、わかった！」

「上壱小っていいよね！」の声が聞こえてくる学校が私の理想です。そうなれるよう全教職員で一丸となっ

て取り組んでまいります、皆様のご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いします。  

八王子市立上壱分方小学校  

学校だより 

上壱分方小学校ホームページ・アドレス    https://hachioji-school.ed.jp/kibke/   

大欅 
オ  オ   ケ  ヤ  キ 

Nｏ．６  

令和８年  

８月２８日  

よいとこ いっぱい かみいち小  

よいとこ のばそう かみいち小  

https://hachioji-school.ed.jp/kibke/


１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 木 集会 都民の日 SC 〇

2 金 集会 開校記念日　プラネタリウム見学（４年） 〇

3 土

4 日

5 月 ことば 避難訓練　あいさつ運動始 〇

6 火 学習 宿泊学習（にじいろ） 〇

7 水 学習 宿泊学習（にじいろ）　委員会 〇

8 木 集会 SC 〇

9 金 安全指導 あいさつ運動終 ○

10 土 ○

11 日

12 月 スポーツの日

13 火 学習 ○

14 水 学習 学校公開始　クラブ 〇

15 木 集会 学校公開　セーフティ教室 SC 〇

16 金 学習 学校公開終　スーパー見学（３年） ○

17 土

18 日

19 月 ことば 〇

20 火 学習 〇

21 水 特時 〇

22 木 全校遠足 SC 〇

23 金 集会 〇

24 土

25 日

26 月 ことば 〇

27 火 学習 四谷中職場体験 〇

28 水 学習 四谷中職場体験 〇

29 木 全校遠足（予備） SC 〇

30 金 学習 芸術鑑賞教室（２校時：１２３年・にじ　３校時：４５６年） 〇

31 土 〇

11月1日 日

2 月 安全指導 イングリッシュ・キャラバン（全学年） 〇

3 火 〇

4 水 学習 委員会 〇

5 木 集会 体育出前授業（５年） SC 〇

6 金 学習 避難訓練 〇

令和8年　10月　行事予定　　★追加・変更部は太字下線にしています

生活目標 外で元気に遊ぼう

保健目標 目を大切にしよう

給食 一人分を残さず食べよう

安全指導 自転車の安全な乗り方について考えよう

下校時刻

◆お知らせ◆

・　最終下校時刻（月は14:50、火・金は15:40、木は15:05）までは、放課後学習等で個別に学校で活動をすることがあります。

・　放課後子ども教室が△の日は、好天でも校庭は使用できません。＼の日は、開催がありません。

・　放課後子ども教室の開催は17:00までとなります。

・  風雨が強くなるなど、下校時の安全が確保できないことが予想される場合は、当日であっても放課後子ども教室を中止とすることがあります。急

に下校時刻で帰ることとなった場合でも自宅に入ることができるようにして登校をさせてください。

・　各学年の行事の詳細につきましては、学年だよりをご参照ください。

・　天候等で行事予定や下校時刻が変更となる場合は、Home＆Schoolにてお知らせいたします。

日 曜 朝時間 学校行事 ※（ 　）の数字は学年を表します。
SC心理士

勤務日

放課後

子ども

教室

６



 

令和８年度前期 保護者による学校評価 回答率 26.9％（97名／３６0名） 
（実施期間：６月２０日～７月５日） 集計と考察 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

保護者による学校評価アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。いただいたご意見を今後の指導に生かしてまいります。 なお、

学校生活や学級へのご相談は担任へ、学校全般に関わることは副校長へお気軽にお電話ください。  

⚫ 「いじめ防止への対応（83.5%）」、「生活指導（86.6%）」、「学級経営（87.6%）」への肯定的評価が前回

より上昇しました。 

→新学期以降、子供たちが安心・安全に過ごせるよう取り組んできた一定の成果と捉え、今後もきめ細かな見守りと指導を

継続いたします。  

⚫ 学習指導・学校方針への評価 タブレットを活用した「学習指導の工夫（88.6%）」や、学校の「経営方針

（86.6%）」についても、引き続き多くの肯定的な評価をいただきました。 

→1人 1台端末の効果的な活用を含め、分かりやすい授業づくりに努めてまいります。  

⚫ 学習環境・校内環境の整備 「学習環境の整備と美しい校内環境の維持（76.3%）」の項目において、前回より

肯定的な評価の割合に低下が見られました。 

→子供たちが落ち着いて学習に打ち込めるよう、計画的な整理整頓や美しい校内環境の維持・充実に努めてまいります。 

12月上旬にも同様のアンケートを実施いたします。より多くの皆様のご意見を参考に教育活動の改善に努めてまいりますので、ご協力よろ

しくお願いいたします。 

☆経年変化（令和６年度前期～令和８年度前期）  回答率 26.9％（97名／３６0名） 

令和 8年度 学校アンケート 
肯定的評価の割合 

質問項目 R6前 R6後 R７ 前 R７後 R8前 評価 

１ 教育方針の周知 
８４．５ ８４．４ ９０．９ 87.8 86.6% ↓ 

２ 特色ある学校づくり  
６５．９ ６３．８ ７３．６ 71.6 69.0% ↓ 

３ 小中一貫教育 
８６．７ ９２．９ ９２．７ 92.7 84.5% ↓ 

４ 安全教育 
９０．１ ９１．５ ８９．１ 93.5 94.8% ↑ 

５ 人権教育  
７５．１ ７５．9 ８１．８ 84.6 81.4% ↓ 

６ いじめ防止への対応 
７０．７ ６６．７ ７６．４ 72.4 83.5% ↑ 

７ 学級経営 
７６．８ ７７．３ ８０.９ 82.9 87.6% ↑ 

８ 学習指導 
７８．５ ８３．０ ８６.３ 84.5 88.6% ↑ 

９ 適正な評価 
７０．７ ７１．６ 7４.５ 77.2 73.2% ↓ 

１０ 生活指導 
８２．８ ８１．５ 8６.４ 78.0 86.6% ↑ 

１１ キャリア教育 
７７．４ ８２．９ ８０.９ 91.8 78.4% ↓ 

１２ 環境整備 
７１．３ ７１．６ 7３.６ 82.1 76.3% ↓ 

１３ 情報提供 
９３．３ ９４．４ 9４.５ 94.3 92.8% ↓ 

１４ 特別支援 
６４．１ ７５．９ ８２.７ 88.6 85.6% ↓ 

１５ 家庭学習 
５７．５ ５７．４ ６９.１ 58.6 67.0% ↑ 

12 月上旬にも、同様の学校評価アンケートを実施いたします。より多くの方のご意見を参考に教育活動の改善に努めてまいりたいと思いま

す。ご協力よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に学校からの情報を取得する練習を！ ～災害時状況伝達訓練（9/1：火） 

 下記の通り、災害発生時に保護者が児童の安否等を確認する方法である学校ホームページの「災害

時情報掲示板」及び「災害用伝言ダイヤル」を利用した情報伝達訓練を実施いたします。 

保護者の皆様におかれましては、児童の安否情報の確認方法習得のため、訓練にご参加いただきま

すようお願いします。 

【記】 

１ 日時  令和 8 年９月１日（火）10:00 から 15:00 まで 

２ 訓練参加方法 

（１） 学校ホームページの「災害時情報掲示板」 

学校 HP(https://hachioji-school.ed.jp/kibke/）にアクセスいただき、トップページとな

っている「災害次情報掲示板」をご確認ください。 

（２） 災害用伝言ダイヤル訓練 

＜学校伝言の確認方法＞ 

① 「１７１」にダイヤル 

② 「２」をダイヤル 

③ 「学校の電話番号（042-651-1961）」をダイヤル 

④  伝言を聞く 

  ★（１）（２）ともに、確認結果等を学校に報告する必要はありません      

【副校長】 

 

【】 
教員の働き方へのご協力を 

お電話によるお問い合わせは、8:00～17:30 の間に行っていただきますようお願いいたします。教

員の勤務時間は 8:10～16:40 です。勤務時間外、また、勤務時間内であっても出張等で不在の際は電

話に出られないことがあります。その場合の折り返しは翌日以降となります。上記時間外は、授業準

備等自主的な研修等の時間であるため、教職員が在校していても電話には出られません。 

また、教職員との面談時間につきましても、終了時刻が遅くとも 17:30 となるよう、保護者のご都合をご調

整ください。 

 教員自身も学校在校時間を減らし、よりよい教育活動が行われるように努力いたします。以下の取

り組みをしてまいります。 

・夜８時台まで学校に残ることはしません。 

・朝 7 時３０分まで昇降口は施錠しています。 

・朝７時３０分に赤門・緑門は開錠します。 

・朝７時４５分まで消灯します。（教室、階段、廊下、昇降口等） 

・夜６時で消灯します。（階段、廊下、昇降口等） 

・夜６時に昇降口を施錠します。 

・夜６時以降は、職員室で執務を行います。（学校運営協議会等、特別な場合を除く） 

ご理解のほどお願いいたします。 

【副校長】 

https://hachioji-school.ed.jp/kibke/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなのために、みんなで作る委員会活動」～校内研究～ 

校内研究とは、教員としての資質向上（指導力向上・児童理解力向上など）を図って校内で行われ

る研修のことです。本校では、特別活動の指導を中心に研究をすすめて 4 年目となりました。特別活

動とは、集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせながら、児童がよりよい自分や学級・学

校生活、人間関係をつくる活動を通して、社会でよりよく生きる力を獲得することを目指している教

科外活動です。子どもたち一人ひとりが、クラスや縦割り班活動での話合い活動を通して、自分のよ

さを発揮し、他者のよさを認め合うことができるような子になれるよう研究を進めています 

今年度は、これまでの学級活動から枠を広げて、よりよい委員会活動の研究に努めます。高学年を

中心に、自分たちで学校の課題を見つけ、その改善に向けて話し合い、実行していく、そんな委員会

活動を目指しています。今年度からは、各学級の代表委員、各委員会の委員長が集まり、学校生活を

より充実したものにするために、代表者会議が始まりました。高学年だけでなく、全校の児童からの

「こんな上壱分方小学校にしたい」「全校のみんなでこんなことがしたい」という思いを形にできる

よう、委員会活動の充実に努めてまいります。 

【研究主任】 

９/1７・１８（木・金）は派遣看護師が学校勤務  ～日光移動教室～ 

6 年生の日光移動教室（9/17～19）では、林養護教諭が宿泊行事に引率いたします。この間の学

校には、派遣看護師が勤務いたします。養護教諭への相談事項がございましたら、副校長までご連絡

ください。                                   【副校長】 

「外国語学習を通じて文化の多様性と将来の可能性を広げる」～ALTの活用～ 

 小学校での外国語教育は、語学学習としてだけではなく、日本語とは異なる言語や異文化について知ること 

で、言葉と世界の多様性への適応や国際感覚を身に付けるための活動です。ALT（外国語指導助手）は、子ど 

もたちにとって、より身近な「外国」とのつながりであり、言葉だけでなく自国の文化や日本との習慣の「違 

い」などを楽しく教えてくれます。                           【ALT 担当】 

「1０/２２（木）の全校遠足に保護者ボランティアを募集します」～全校遠足～ 

1０月２２日（木）に全校遠足(雨天時は１０月２９日(木)に延期)を行います。たてわり班ごとに

「小田野中央公園」まで歩き、たてわり班ごとにお弁当を食べたり、班遊びを行ったりします。 

異学年の児童との関わりを通して、児童一人一人が成長できる１日にしていきたいと思います。 

そこで、全校遠足にご協力いただける保護者の方を募集します。道中の安全 

確認やかみっち隊のイベントのお手伝いなどをお願いする予定です。 

ご協力いただける方は、Home&School に添付しているURL かこちらの 

QRコードからフォームにてご回答ください。                            

 

【特別活動主任】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「多様な学びの場を通じて、一人ひとりに寄り添う」特別支援教育 

〇本校の特別支援教育の方針 

本校では、「多様な実態（困り感）を持つ児童一人ひとりの教育的ニーズに応え、児童がもてる能力や可能性

を最大限に伸ばせるような指導・支援の充実を図ること」を方針として、特別支援コーディネーター６名を中心に

指導の充実を図っています。昨年度より特別支援学級「にじいろ学級」が新設され、本校には現在以下のような

４つの学びの場があります。児童の困り感と訴えに合わせて、どこで学ぶことがその子の未来にとってよいのか、

一緒に考える姿勢を持ち続けることが大切であると考えています。 

①特別支援学級「にじいろ学級」・・・知的な遅れを伴う児童を対象として、自立や社会参加に向けた指導（自立

活動）を取り入れた少人数学級 

②特別支援教室「せせらぎ教室」・・・通常の学級に在籍しながら、週に何時間か取り出して情緒的な支援を行

う通級指導教室 

③言語通級指導教室「ことばの教室」・・・通常の学級に在籍しながら、週に何時間か取り出して言語的な支援

（吃音・語彙など）を行う通級指導教室 

④普通教室・・・いわゆる通常の学級」 

困ったことがございましたら、担任、特別支援教育コーディネーター、副校長までお問い合わせください。 

  【特別支援教育コーディネーター】 

算数科における基礎基本の定着に向けた取組について 

長い 2 学期が始まり学習も少しずつ高度になっていきます。１学期までの学習をみると学習のつま

ずきが見えてきました。そこで算数の基礎基本の定着の取組として以下のような内容を行います。 

課題  ・各学年において基礎基本 （学学年までの内容）が定着していない児童が１/３～１/２程度いる。 

・算数に苦手感をもっており、問題に向き合ったり、粘り強く取り組んだりすることが苦手。 

・“ここでつまずいている”と認識できていない児童も多い。 

内容 それらの課題を受けて、学習のはじめや終わりの時間を使い、問題数を減らした復習プリントに

取り組みます。 

効果 ・１～５問と問題数が少ないので、どの児童も意欲をもって取り組むことができます。 

・１枚２～３分程度で実施することで、短時間で集中して取り組むことができます。 

「やればできる」や「わかった」という成功体験を積み重ねていきます。 

 このような取組を行うことで、少しずつ子どもたちに「やればできる」や「わかった」という気持ち

を育て、算数への苦手感を取り除いていきたいと考えています。ご家庭でも 「できる」「わかった」を増

やしていけるような家庭学習へのご協力をお願いします。 

                                【算数少人数指導】 
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